
「生物多様性いちかわ戦略」の評価について 

 

１．生物多様性いちかわ戦略の概要 

⑴ 戦略の基本的事項  

根拠法令 生物多様性基本法第 13 条 

策定時期 2014（平成 26）年 3 月 

目標年次 

短期目標：2020 年  中期目標：2025 年 長期目標：2050 年 

2020（令和 2）年度を短期目標年度とし、その後 5 年ごとに短期目標

の見直しを行う。（中期目標・長期目標は、必要に応じて見直します。） 

⑵ 戦略の体系 

① 段階ごとの目標 

短期目標 

(2020

年まで) 

(1)生物多様性への配慮を市の施策に浸透させます。 

(2)市民・事業者など様々な主体との協働により、生物多様性について

の理解を広めていきます。 

中期目標 

（2025

年まで） 

(1)国・県・近隣市との連携のもと、あらゆる公共事業に生物多様性に 

ついての配慮を反映させます。 

(2)市民、土地所有者、事業者等あらゆる主体の行動に生物多様性いち 

かわ戦略を反映させます。 

長期目標 

（2050

年まで） 

(1)市民生活、事業活動、土地利用、国、県、市の行政活動等のあらゆる 

場面に生物多様性への配慮が浸透し、定着しています。 

(2)基本理念に記述した「自然と自然」「文化と文化」「人と人」「人と自然

と文化」のつながりが形成されています。 

② 基本戦略の体系 

4 本の基本戦略の実現に向け、行動計画 12 本、施策 31 本を定めています。 

また、2020 年度の短期目標年度の指標 35 本を定めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本戦略】 
4 本 

【行動計画】 
12 本 

【施策】 
31 本 

【指標】 
35 本 

【2020 年度までの 
2 つの短期目標】 

〈短期⽬標１〉 
⽣ 物 多 様 性 へ の 
配慮を市の施策に
浸透させます。 

〈短期⽬標 2〉 
市⺠・事業者など
様々な主体との協
働により、⽣物多様
性についての理解を
広めていきます。 

 

２．生物多様性いちかわ戦略の指標の評価 

今回の審議会で 2020 年度までの 2 つの短期目標の指標 35 本の進捗等を審議し、 

次回以降の審議会で、次期の短期目標（2025 年度短期目標）の設定等を行います。 

⑴ 評価手順 

① 事務局にて 2020 年度までの 2 つの短期目標の

指標 35 本の進捗等を調査し、評価案を作成する。 今回の審議会の審議事項 

② 環境審議会に評価案を提示し意見を伺う。 

③ 2020 年度までの 2 つの短期目標の評価を確定

し、202５年度までの短期目標を設定する。 
次回以降の審議会の審議事項 

⑵ 指標 35 本の評価案 

事務局にて、指標 35 本の評価案を作成しました。詳細は資料 3 をご参照ください。 

評価概要 評価 数 

順調に進捗している 順調に進捗しており、目標を達成している。 A 20 

進捗に遅れがある 進捗に遅れがあり、更なる努力が必要である。 B 11 

進捗の把握ができて

いない 

施策を評価するための指標は適切である。 

しかし、取組実績や取組内容からは達成目標

の把握ができていない。 

C 2 

指標の見直しが 

必要である 

施策を評価するために、さらに適切な指標を 

検討する必要がある。 
D 2 

 

３．今回の審議会にてご意見をお伺いしたい項目 

資料 3 赤枠箇所の「⑧評価」（A、B、C、D）および「⑨評価理由」について、別紙回答

用紙にご意見下さい。 

 

【参考】 資料２の「生物多様性いちかわ戦略の実績・評価」の見方 

 

「⑤取組実績」は、毎年度所管に調査しています。 

「⑥取り組み内容」は、今回の会議開催にあたり新たに調査しました。 

「⑧ 評価」…事務局が作成した評価案 

「⑨ 評価理由」…評価案の選定理由 
今回の審議会でお伺いしたい項⽬ 

資料 2 


